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１． はじめに  

 

近年，都市河川の整備は機能性・防災上の観点か

らのみではなく，景観を重視した整備設計を検討さ

れるようになり都市河川景観の歩行空間の役割が重

要視されてきている．その中で都市河川景観の歩行

空間は，河川沿いに造成されるためシークエンシャ

ルな空間となっているが，シークエンスを考慮した

整備について明確な指針が少ないのが現状である． 

本研究では都市河川の歩行空間の設計・管理の調

査段階において，計量的な評価手法を用いることに

よりシークエンスの評価の変化をデータとして表し，

景観の変化の著しい地点の抽出を行う．さらに，計

量的データで実際の事業を行う際，具体的な整備方

針等を決定するために住民参加型による合意形成が

なされることは重要なプロセスである．そのため，

住民の感性を直接反映可能な感性工学手法を用いる

ことにより計量的なデータとの関係性を抽出するこ

とにより，現在では評価の難しい，シークエンスを

考慮した景観整備のプロセスを構築する． 

 

２.都市空間におけるシークエンスの概念 

 

 シークエンスとは前の事象があり，それを受けて現

在の事象が起こる状況のことである．よって，多様な

シークエンスが存在する．例えば，座っている状態か

ら立ち上がる動作のみであっても，視野の変化によっ

てシークエンスは発生する． 

しかしながら，多様なシークエンスの中での都市空

間における一般的なシークエンスは歩行する際に発生

する．歩行しながら空間を認識する時は，一般的に静

止して空間をじっくり味わうのと異なり，細かいディ

テールよりも空間の大枠を感じ取る傾向が強い． 

一般的には都市の外部空間の多くは歩きながら知覚

する空間であり，その経過で連続的に現れるシークエ

ンス空間の何に人間は反応して行動しているかを把握

することがシークエンス空間計画にとって重要である

と考えられる 1)．本研究においてもこの考え方でシー

クエンスを捉えていく． 

 さらに，ある一定時間歩行している際に確認できる 

景観において，シークエンスは影響力のあるものから 

少ないものまで多数存在する．その中で事業を行う上 

で重要なシークエンスを適切に発見する必要性がある． 

 

３．シークエンスの評価手法 

 

（１）環境アセスメントへの適合 

 

 本研究では，シークエンスを評価する方法として環

境アセスメントの制度に可能な限り適合させることと

した． 

 環境アセスメント(Environmental Impact Assessm- 

-ent，以下 EIA)は，環境保全問題を解決に導くための

手法であり，調査・予測を行い環境影響評価書案を作

成した後，図－１のように公表・周知とともに公聴会

を行うフローで手続きを行っていく手法である 2)． 
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は多様な景観のうちシークエンス景観に焦点をあて，都市河川空間においての計量的なデータの評

価を行った．さらに，住民参加の合意形成を行うために住民の感性を算出し，計量的データとの関
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 したがって，科学的な数値が算出可能な範囲の EIA

では，まず案を作成し公表した後に地域住民と協議を

行う．これに対し，景観の範疇では景観の分析・予測

は景観の保全と調和を保ちつつ維持ないし創造という

観点から行われるため環境影響評価所案の作成時点か

ら，地域住民と協議を行う必要性がある．対象空間を

利用する地域住民が環境影響評価所案に携わる事が重

要なプロセスとなるので，本研究では環境影響評価所

案作成の領域を住民参画で行うと想定した． 

 

（２）景観変化の計量化・SD 法 

 

 景観の評価の手法として客観化と定量化を求める試

案として多様な要因を摘出し，それぞれの要因をパラ

メーターとして数量化の尺度を定義する例がある．   

これに対し，シークエンスは要因の量の変化を物理

的に算出することができるため，パラメーターでの表

現は行わない．  

そこで本研究では，シークエンスを評価する際に景

観変化の計量化に関する手法を用い，その変化量のデ

ータを基に SD 法(Semantic Differential 法)と比較検

討する手法をとった． 

景観変化の計量化とは村田隆裕らの研究手法 3)であ

り，景観の構成要素を分類しその出現確率と面積をも

とに算出した情報量の変化を比較検討する手法である．

一つのシーンの情報量は Ij=－Σlog2Pj(I＝情報量 P

＝出現確率 j＝要素)で求めることができる 3)．この手

法の特徴は，出現確率が少なくその面積量の多い構成

要素は情報量が大きくなる点である． 

また，具体的な要素の面積変化を明らかにするため

に画像処理ソフト photoshop を使用し，画像ごとの要 

素の変化を面積算定した(単位は pixel)． 

さらに，シークエンスを評価する際に利用者の価値 

図－１ EIA の指針 

 

観の尺度が重要となってくる．なぜなら，物理的な

変化のあるポイント全てが，人間が感じる変化のポ

イントと完全に一致することはないためである．そ

こで，実際の利用者の価値観・要求を評価に取り込

むための手法として，感性工学手法の一手法である

SD法(Semantic Differential法)が有効であると考

えた．図－２は，SD 調査で用いるシートである． 

 

３．シークエンスの抽出・計量化 

 

（１）評価項目の抽出・計量化 

 

 対象地(隅田川テラス)において，評価するポイント

の抽出を行った．手法は実際に対象地を歩行し，約

18ｍ毎に画像を撮影した上で photoshop を用い，主な

要素の面積変化を比較した．その中で，特に写真－１

から写真－２における「桁下空間」においてその変化

が顕著であったことが明らかとなった．例えば，中央

大橋において桁下空間に入ると，全体における「空」

の割合が極端に減少し，また「壁面」「橋梁」の割合

が大幅に増加していることが分かる（表－１）． 

その上で景観変化の計量化の手法を用い，実際にど

の程度桁下空間において情報量があるかを調査した

（表－２参照）． 

 

図－２ SD 調査票 

 

写真－１ 中間地点    写真－２ 桁下空間 
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表－１ 中間地点面積   表－２ 桁下空間面積 

 

 

表－３ 景観変化の計量化の数値化（中央大橋） 

 

表－３によると中間地点から桁下空間に入るまで

の情報量の変化量が＋1.1295 なのに対し，桁下空間

を通過する際に発生する変化量は＋169.8628 と大幅

に変化していることが分かる．さらに，桁下空間を通

過し再び明るい地点に出た状態でも変化量が計測さ

れた．中間地点から桁下空間において景観の変化があ

ることが明らかとなった． 

 

４．アンケート調査(SD 法) 

   

（１） シークエンスの評価傾向 

 

 シークエンスの抽出を行う前に SD 法で行ったアン

ケート調査が必要となる．この調査は SD 調査を行う

被験者の平均的なシークエンスについての感覚を知

るために必要な工程である． 

 調査対象者は 20 代の男女 15 人とした．調査は被験

者に会議室に集まっていただき，対象区間を撮影した

動画をスライド上映によりアンケート用紙に記入し

ていただいた． 

 評価区間は，橋梁間の地点・桁下空間・桁下空間を

抜けた地点の 3点を 1サイクルとして行った． 

 まずシークエンスの評価傾向をつかむために，橋梁

間のみの SD 評価の変化と面積算定した値の変化に相

関分析を行った．相関分析とは，２つの確率変数の間

の相関（類似性）を示す統計学的指標である．相関が

１に近ければ正の相関，－１に近ければ負の相関，０

に近ければ相関関係が無いということになる． 

表－４ シークエンス評価傾向 

 

シークエンスの評価傾向は表－４に示した通りであ 

る．縦軸の数字が形容詞を表しており，正の相関を示 

している項目は図－２の SD 調査表の右側（負のイメー

ジの形容詞）の評価と相関があることを示している． 

形容詞に関して，総合的に高い相関を示したものは

隅田川であった．次いで相関の高かった要素は植栽で

あった．隅田川の見える面積が増加するにしたがって

悪いイメージ評価になりやすい傾向になるのに対し

て，植栽面積・空の面積が増加すると全体的に良いと

いう傾向が示された． 

 

（２）桁下空間での変化の評価 

  

 さらに，シークエンスを評価するポイントとして挙

げた桁下空間において SD 評価の値を算出した．中央

大橋での SD 評価値は（図－３）のグラフとなり，ま

ず SD 評価値のみの分析を行った． 

 
図－３ 永代橋～中央橋間の SD プロフィール 
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表－５ 通過後面積 

 

写真－３ 通過後画像 

 

①桁下空間に入る前②桁下空間通過時③桁下空間

通過後（写真－３，表－５）の順に分析を行った． 

永代橋から中央橋間のプロフィールから，桁下空間

に入ったことにより被験者のイメージがより，緑のな

い・殺伐とした・暗い・目立たない・醜い・特徴のな

いという評価が下された．一方で人工的な・立体的

な・静かな・不連続なの形容詞では，ほぼ変化が見ら

れなかった． 

 次に，要素の面積の変化と SD 評価に相関分析を行っ

た（表－６）．相関の分析結果は１に極めて近い値が

多く算出され有益な情報が抽出された．個別の評価結

果としては，植栽を増やすことにより印象評価が高く

なることに対して相関が極めて高い値となった．また，

桁下空間において道幅が狭くなると評価が低くなり，

歩道の幅員が広くなる変化には評価が高くなった．こ

の区間においては主に，暗色の要素である壁面の増

加・河川・橋梁（橋桁）の面積が増加することにより

評価が悪い傾向になることが明らかとなった． 

 桁下空間の対策としては，橋桁・壁面の圧迫感を減

少させるデザインに変更（フェンスの撤去等）するこ

とで負のシークエンスイメージを持つ景観の緩和が

見込まれる． 

 

 

表－６ SD 評価と面積量との相関 

 

５．情報公開 

 

 EIA では，報告書を作成した後公表・周知を行うこ

とが通例である． 

本研究では(写真－４)のように評価・分析結果をイン

ターネットで閲覧可能な状態にした．動画と分析情報を

同時に閲覧することができ，より多くの住民に事業の精査

を行う機会が与えられる．また，より住民の多様な意

見を取り入れるためコメントフォームを設置した． 

 

写真－４ 分析結果ホームページ 

(http://sumidasequence.wiki.fc2.com/) 

 

 報告書を地域住民と共に作成した場合，公表・周知

からの公聴会等でさらに有益な協議を行うことが可

能となる．シークエンスに問題のあった箇所に対して，

具体的なデザインの選択肢を提供しそれに対し報告

書，すなわち分析結果を根拠に地域住民としての集合

体で明確な主張ができるものと考えられる． 

 

６．おわりに 

 

本研究では，都市河川空間においてシークエンスの

変化する地点を抽出し，住民の感性を用いて物理的な

量と分析をかけ両手法における共通の変化を抽出す

る手法を構築した．さらに，EIA に基づいた調査報告

書として情報公開を行った．この手法は行政のみなら

ず，民間事業の開発等どのような空間にも適用可能で

あると考える． 
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